
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラグイン・マニュアル 

alpha compressor 



WELCOME 

はじめに 

 

 

 
 

はじめに... 

alpha compressor プラグインをご使用いただき

誠にありがとうございます。 

 

“virtual”alpha compressor は、我々の有名な

マスタリング・コンプレッサーの生まれ変

わりです。Brainworx によって開発された、人

気のあるよく知られてたハードウェアの実

物に限りなく近いエミュレーションです。   
 

alpha compressor は、他のコンプレッサーと

比べて独特の特徴を備えています。汎用

性の高いツールボックスであり、ダイナミク

スを望む方法で処理するたに必要な幅の

広いコレクションを提供します。  

M/S ＆ステレオプロセッシング、フィードバ

ック＆フィードフォワード・モード、オーディ

オ＆サイドチェイン・フィルター、パラレル・

コンプレッション＆追加のリミッター等、多

くの機能が挙げられます。 . 

 

しかし、マスタリングに限らず、ミックスの最終

段階でこの究極のダイナミクス・プロセッサーは

大きな効果をもたらします。実際、コンプレッショ

ン部は、リダクション・インターフェイスを備えた

ミキシングバージョン専用の便利なツールです。

これは、DAW 上のあらゆるトラックでのご使用

に最適です。 
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M/S について 

はじめに 

 

 
M/S テクノロジーは、一般的に、ステレオ・マイクのバ

リエーションです。この方法は、ミッド（M）用とサイド（S）

用のカーディオイドパターンのマイクを 90°のオフセ

ットで使用します。この技術の主な利点は、モノ・コン

パチビリティです。 FM ラジオ局は、正確にステレオ・

シグナルを送信するために M/S テクノロジーを使用

しています。 

 

M/S シグナルを作るには、ミッド（M）チャンネルの場

合、ステレオチャンネルの合計の左右チャンネルを合

算するのに対し、サイド（S）は左チャンネルから右チ

ャンネルを引くことによって生成されます。 

 

M = L+R 
S = L-R 

 

再びステレオシグナルにデコードするためにM は、左チ

ャンネル用に S を加え、右チャンネル用に M から S を

減算します。 

 

L = M+S 
R = M-S 

 

 M/S エンコーダーとデコーダーのコンプレッサーへの

 統合は、以前からのリンクされたコンプレッサーのほ

 とんどで提供することができない新しい可能性を生み

 出します。主な利点の 1 つは、ミッドとサイドのシグナ

 ルを別々に処理することができる点です。この方法で

 は、オリジナルのステレオ・スペクトルを壊すことなくセ

 ンターをコンパクトにすることができます。 

 
もちろん、終了したミックスのサイド・シグナル

のプレゼンスを上げることも可能です。ステレ

オワイスに素早く、効果的にエフェクトを掛ける

ことができ、M/S モードでは、ステレオ・ミックス

では選ぶことができなかった特定の部分にコン

プレッションを加える事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用的な例は、一般的なアイデアを理解するた

めに役立ちます。このためのトラックは次のよう

になります。：ボーカル、ドラム、ベースのような

重要なパーツは中央に配置され、残りの楽器

はステレオにミックスされています。 

 

alpha compressor を M/S モードに切替え、リン

クモードをオフにしてください。コンプレッサーの

左はミッド・チャンネル、右側は再度チャンネル

を担当します。 

 
Compressed スイッチを使用すると、両方のチャ

ンネルを個別にソロで聴くことができ、特定のチャ

ンネルでの状況を確認することができます。 

 

それぞれミッド（モノ）とサイド・パートを別々に処

理することができます。ミックスによっては、サイ

ド・チャンネルは未処理のままで、ミッド・チャン

ネルだけにコンプレッションをかけることができ

ます。 

 

他のミックスにはステレオ情報が沢山含まれて

います。；ミッドとサイド・チャンネルに処理を行

う場合、設定がまったく異なっていても問題は

ありません。 

 

はじめは、両方のゲインを同じ値に設定する必

要がありますが、最適な値を探す上の進展で変

わることがあります。例えば、ステレオ幅の変更

を行う際に、 M/S モードのゲインコントローラー

は異なるセッティングを必要とする場合がありま

す。 

 

もちろんリンク機能を M/S モードで使用するこ

とができます。この場合、ステレオ・モードと同

じようにコンプレッションの結果が同じになるよ

う M と S チャンネルのシグナルは同じ量減衰

されます。しかし、ゲイン・コントローラーによっ

て M と S 間のレベルを調節することができま

す。 
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マスター・バージョンについて 

コントロール

s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Threshold： インプットレベルがこの値を超え

るとコンプレッションが始まります。 

 

Feed Forward： サイドチェインのフィードをコ

ンプレッション・セクションの前、（フィードフォ

ワード）、または後（フィードバック）に切替え

ます。 
 

Attack： コンプレッサーのトランジェント・レ

スポンス。alpha compressor がピークに対し

て反応する時間を決定します。 

 

Auto Fast： セミオートメーション。高速、大

音量のシグナルに対し、自動的にアタック

タイムを短縮します。 
 

Release： コンプレッサー効果の持続時

間を決定します。コンプレッサーのゲイ

ン  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リダクションがユニティゲインに戻るまで

の時間をコントロールします。  

 

Auto Fast： セミオートメーション・コントロ

ールは、リリースに対しても使用可能です。 

 

Ratio： インプット・レベルとアウトプット・

レベルのリレーション。ラベリングされた

値は、フィードフォワード・モードでは倍に

なります。 

 

EQ Gain： Niveau フィルターのキャラク

ター。中心よりも左に回すと低域がブ

ーストされ、高域がカットされ、逆方向

に回すと逆の効果が得られます。  

 

On： Niveau フィルターをアクティブにし

ます。信号経路内では、この E Q  は、  

コンプレッサー部の後ろに位置するの
で、このセクションの動作に影響を与
えません。  
 
EQ Freq：  Niveau フィルターの中心周波
数。この中心点を基準に低域、または
高域がブースト/カットされます。  
 
x10：  Niveau フィルターの周波数レンジを
シフトします。 
 
SC Gain：ハイパスからローパスまでの
統合したサイドチェイン・フィルターを設
定します。  
 
On：  サイドチェイン・フィルターをオンにしま
す。 
 
SC Freq： サイドチェイン・フィルターの中心
周波数を設定します。 
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マスター・バージョンについて 

コントロール

s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Direct： 入力した信号をダイレクトに未処理

の信号をオンにします。 
 

Mix： コンプレッション・シグナルと原音をブ

レンドすることができます。（パラレルコンプ

レッション） 
 

compressed： 処理したシグナルを有効にし

ます。 
 

Gain： コンプレッション時のゲインリダクショ

ンを補正します。 
 

Warm： サウンドシェイプを切り替えるオプシ

ョン。 
 

Soft clip： ソフトクリップ・リミッターのスレ

ッショルドを設定します。短く大きなトラン

ジェントに対し、必要に応じて  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さらなるヘッドルームと音量を提供し、シグナ

ル・ピークをスムーズにします。 
 

On： ソフトクリップ・リミッターをオンにします。 
 

M/S Mode： ミッド/サイド・プロセッシングに

切替えます。左チャンネルがミッドになり、右

チャンネルがサイドになります。このスイッチ

がオフの時、コンプレッサーはステレオモー

ドで動作します。 
 

Active： プラグインのオン/オフを切替えま

す。 
 

channel Link： 左右チャンネル、ミッド/サイ

ド・チャンネルをリンクさせることができます。

この場合、こんとろーラーの左側のセットは、

右側のマスターになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
GR Meter： ゲインリダクション量を dB 単位

で表示します。. 

 

Soft clip LED： ソフトクリップ・リミッタ

ーの動作状況を表示します。  
 

Version：  elysia ロゴをクリックするとインスト

ールしているプラグインのバージョンとプロジ

ェクトに関わった人々のクレジットを確認する

ことができます。. 
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ミックス・バージョンについて 

コントロール 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Active： プラグインをバイパス  -  アクテ

ィブ間で切替えます。  

 

GR Meter： ゲインリダクション量を dB 単位

で表示します。 

 

Threshold： インプッ トレベルがこの値

を超えると コンプレッシ ョンが始まり

ます。  
 

Feed Forward： サイドチェインのフィードをコ

ンプレッション・セクションの前、（フィードフォ

ワード）、または後（フィードバック）に切替え

ます。 
 

Attack： コンプレッサーのトランジェント・レ

スポンス。alpha compressor がピークに対し

て反応する時間を決定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Auto Fast： セミオートメーション・コントロー

ルは、リリースに対しても使用可能です。 
 

Release： コンプレッサー効果の持続時

間を決定します。コンプレッサーのゲイ

ンリダクションがユニティゲインに戻るま

での時間をコントロールします。  
 

Auto Fast： セミオートメーション・コントロー

ルは、リリースに対しても使用可能です。 
 

Ratio： インプット・レベルとアウトプット・レ

ベルのリレーション。ラベリングされた値

は、フィードフォワード・モードでは倍にな

ります。 
 

SC Gain: ハイパスからローパスまでの

統合したサイドチェイン・フィルターを設

定します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
On： サイドチェイン・フィルターをオンにします。 

 

SC Freq： サイドチェイン・フィルターの中心

周波数を設定します。 
 

Warm： サウンドシェイプを切り替えるオプション。 
 

Mix： コンプレッション・シグナルと原音をブレンド

することができます。（パラレルコンプレッション） 
 

Link： ステレオトラックで、左右のチャンネルをリンク

して処理、または別の設定を与えることができます。 
 

Gain：  コンプレッション時のゲインリダクションを補

正します。 
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THRESHOLD（スレッショルド） 

コントロール

s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スレッショルドはコンプレッサーの動作点を決定

します。入力レベルがこのコントロールで設定し

た値を超えるとコンプレッサーが動作を始めま

す。 
 

スレッショルドとレシオの設定は、常にカップル

として考えるべきです。：高いレシオに設定した

場合、スレッショルドはゲインリダクションの行き

過ぎを起こさないために低めの値に設定すると

良いでしょう。 

 

低いレシオに設定された場合、原則としてスレッ

ショルド・ノブはより右回り方向に設定します。 

 

完全なコントロール・レンジは、繊細なプロセッ

シングから極端なセッティングまで多様性を提

供し、合計 33 dB をカバーしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
FEED MODE 

サイドチェインのフィードをコンプレッサー・セク

ションの前（フィードフォワード）、または後（フィ

ードバック）に切り替えることができます。 

 

これは、コンプレッサーのキャラクターに大きな

影響を与えます。：フィードバック・モードでは、

滑らかな効果を得られますが、フィードフォワー

ド・モードでは、コンプレッションが明確に強くな

り、よりハードになります。 
 

この機能は、技術的な観点から主にレシオ値の

カーブに影響します。フィードバック・モードでは、

1:2.5 までの適度なレシオまで上昇します。フィ

ードフォワード・モードでは、リミッター・セッティ

ングやネガティブ・レシオを可能にする非常に

高い値を提供します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これらは、目盛りに表示されている値より二倍

高くなり、アタック・コントローラーの値もフィード

フォワード・モードでは顕著に変化します。 
 

 
     一定のレシオでいくつかのスレッショルド値 

コントロール - スレッショルド 7 

db 

db 



ATTACK（アタック） 

コントロール

ls 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アタックタイムの値は、コンプレッサーの動作上、

非常に重要な要因となります。右図のようなセ

ッティングを行うことが重要ですが、素材のダイ

ナミクスの進行状況に応じて難しい場合があり

ます。 
 

非常に短いアタックタイムを設定した場合、コン

プレッサーは、短いピークを検出することがで

きますが、その一方で処理後のサスティン成分

に歪みをもたらす場合があります。長いアタッ

クタイムの設定では、歪みを軽減しますが、そ

の場合は、速いインパルスに対して反応が遅

すぎます。 
 

その場合はオート・ファースト機能を活用してく

ださい。このモードを使用すると速くて大きいシ

グナルに関しては、自動的にアタックタイムが

短くなります。. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
コンプレッサーは、すぐに信号を減衰し、スルー

することを防止します。その後、アタックタイム

は自動的に元の設定に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このようにコンプレッサーは、本当に必要な場

合にのみアタックタイムを非常に速くすることが

できます。アタックタイム・パラメーターは、短く、

大きなシグナルに影響を受けますが、その他の

場合では、コントロールの設定が優先されます。 
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db 

sec 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

db 

sec 

 いくつかのアタック・セッティング 

標準的なアタック（緑）、オートファースト（黄緑） 
 



RELEASE（リリース） 

コントロール 

 

 

 
 

リリースは、聴覚に対して明確な、または目立

たないというコンプレッションのキャラクター上で

強い影響力があります。 

 

リリースの適切なセッティングを探す時は、妥協

を受け入れなければならない時があります。あ

まりにも速いセッティングを行うと、歪んでしまい、

遅すぎる時は、ドライブとラウドネスを失います。 
 

そのような理由から alpha compressor プラグイ

ンは、別々のオートファースト・コントローラーをリ

リースにも搭載し、コンプレッサーがセミオートで

適切なセッティングを探し出すことを手助けしま

す。 
 

注：非常に長いリリースタイムを設定すると、こ
の機能の効果が低下します。とても長いアタッ
クタイムも同様です。 

短い値を原因とするクリッピングの危険性を軽

減するこの機能は、難しいダイナミクスを持つ

素材に対する良いアプリケーションとなります。 

その上、同時に遅すぎるリリースの設定を行っ

た場合、それが原因でラウドネスとプレッシャー

を音楽から失います。 
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db 

sec 

 
 
 
 
 
 
 

 

db 

sec 

 いくつかのリリース・セッティング 標準的なアタック（緑）、オートファースト（黄緑） 
 



RATIO（レシオ） 

コントロール 

 

 

 

alpha compressor は、レシオを上げること

で増えるゲインリダクションはソフトニー

で動作します。フロントパネルのメモリは、

6  d B  のゲインリダクションに基づきます。  

 

厳密に言えば、レシオの値を上げるとリダクショ

ンはより強くかかります。17dB のリダクションが

続いている問、”本当の”レシオの値は、プリン

トされている 1：2.5ではなく 1：4.5です。 

 

これらは、マスタリングする際にもっとも頻繁に

使用されるものなので、目盛りは低いゲインリダ

クションの設定に最適化されています。 
 

フィードフォワード・モードでは、レシオの特性

がフィードバック・モードよりも強くなります。レ

シオが 1:1.5 までは怒涛であるものの、より高

い設定では、非常に明確な違いが現れます 

下図は、根本的な影響を示しています。：入力

レベル 0 dB は、-8 dB に減衰されます。+10 

dB は、-15 dB になります。 

このような極端な設定では、フィードフォワード・

コンプレッサーを使用して達成することができ、

それは非常に変わった効果をもたらすことがあ

ります。 
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db 

db 

 

db 
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 いくつかのレシオの設定（フィードバック） いくつかのレシオの設定（フィードバック） 



NIVEAU FILTER（NIVEAU フィルター） 

コントロール 

 

 

 
 

このフィルターは、繊細なニュアンスでトラック

全体のサウンドのキャラクターを調整することを

専門としています。チャンネルごとに 2 つのコン

トローラーがあり、時間をかけずに納得の行くフ

レキシブルなサウンドを得ることができます。 
 

シェルビングではあまりにも限定的で、パラメト

リックではパラメーターが多い、Niveau フィル

ターは、効率的で洗練された解決策だと

言えます。  
 

主な機能は、高域と低域の割合を変更すること

です。原理は一対のペアのようになります。：選

択した中心周波数のゲインセッティングに応じ

て、低域が 最大 -5 dB アッテネーションしなが

ら、高域を同時に +3 dB ブーストすることがで

きます。 

ゲインコントロールを逆に回すと高域をアッテネ

ーションし、低域をブーストします。 

注： カバーされた周波数レンジの境目の設定
は、“ほぼ”シェルビング・フィルターです。 
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EQ ゲイン（低） 

 

EQ ゲイン（高） 

 



SIDECHAIN FILTER（サイドチェイン・フィルター） 

コントロール 

 

 

 
 

サイドチェイン・フィルターは、コンプレッション・

プロセスを周波数依存で行うために特定の周

波数を検出する回路に対しての影響に強弱を

付けることができます。 

 

SC ゲインコントローラーは、HP（ハイパス）に

設定されている場合、フィルターは 6 dB ハイ

パスを行い、低域に対する反応が低下します。

LP（ローパス）に設定すると 6 dB ローパスフィ

ルターかかり、コンプレッサーは、主に低域に

反応します。 

 

サイドチェイン・フィルター、 M/S マトリクス、異

なるアタックタイムの組み合わせをソースに応じ

て変更することによってミックスが終了したマス

タ―内の楽器やボーカルを処理することができ

ます。 

ローパス・モードでは、フィルターをコンプレッサ

ーが反応することを必要とする最も高い周波数

に設定する必要があります。 

ハイパス・モードでは、コンプレッサーが反応し

ないことを望むもっとも低い周波数に設定する

必要があります。 
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 サイドチェインフィルター（ローパス） サイドチェインフィルター（ハイパス） 



MIX（ミックス） 

コントロール

s 

 

 

 
 

“ニューヨーク・コンプレッション”として知られる

パラレル・コンプレッションは、ドライシグナルと

大きくコンプレッションされた同一の信号をミック

スして使用する技術です。ダイナミクスを安定さ

せながらもパフォーマンスの繊細な部分も残す

ことができます 
 

alpha compressor のミックスコントローラー

は、ドライ、コンプレッションとフィルタリン

グしたシグナルをクロスフェードさせるこ

とができ、ボックス内でパラレル・コンプレ

ッションを行うルーティングを加えられる

ようにしました。  
 

これにより、ラウドネスとの争いを制し、トラック

を活かしたまま、激しいコンプレッションを行うこ

とができます。ドライシグナルの一部を混ぜるこ

とで元のダイナミクスの主要なパートをそのまま

残せます。 

シグナル・マトリックス 

それではこの興味深い機能のロジックを見てみ

ましょう。：Compressed ボタンを押すと、コン

プレッションしたシグナルのみを聴くこと

ができ、Direct ボタンを押すとコンプレッショ

ン・セクションの前からルーティングされた未処

理の音が聴こえます。両方のボタンが有効に

なっているとミックスコントローラーがオンにな

り、ボタンが押されていない場合には、そのチ

ャンネルがミュートされます。 
 

この方法はミックスコントローラーの位置を変え

ることなく、素早くドライ/ウェットの信号を切り

替えることができます。ステレオ・モードでは左

右のチャンネルを、M/S モードではミッド/サイ

ドを別々に確認することができます。– また、元

のシグナル、コンプレッション、ミックス・シグナ

ルのどれを聴くか選択をすることもできます。

他のチャンネルをミュートするために関連した 

チャンネルの Direct や Compressed ボタンをオフ 

にしてください。 
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 いくつかのミックス設定 



GAIN（ゲイン） 

コントロール 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲインコントロールは、“メイクアップ・ゲイン”と

も呼ばれ、コンプレッションしたシグナルのレベ

ル差を補うために使用します。. 

 

alpha compressor の  M/S モードでは、ミッ

クス内のステレオスペクトルに変化を与え

る（例：よりミッドにフォーカスを当てる、ま

たはステレオ幅の音像調節をする）ために

ゲインコントローラーを使用することができ

ます。 
 

場合によっては、ゲインコントローラーを最も極

端な位置で Niveau Filter を使用すると、若干の

ゲインを加える事ができます。 
 

信号経路内で、ゲインステージはコンプレッショ

ン・セクションとオーディオ・フィルターの後ろ、

しかしミックスコントローラー、トランス、ソフトク

リップ・リミッターの前に置かれます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
トランス 

ハードウェアの alpha compressor の各チャン

ネルは、ミックスステージ後の信号経路に

切り替えることができるトランスを備えてい

ます。これらは、クラシックな出力トランスで

すが、バランス回路や直流絶縁のためにサ

ウンドシェイピングの目的以外では使用さ

れません。 

 

ソフトウェア・バージョンでは、少し変更を加えま

した。ここでは、museq で知られている Warm機

能と同等のものが得られます。：周波数スペクト

ル、ハーモニクスとトランジェント・レスポンス、

スルーレート・リミッター等 

 

alpha compressor をマスタリングで使用するた

めにこのキャラクターは、サウンドエフェクトより

も一層繊細なオーディオシェイピング機能です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほんの僅かなカラーをサウンドに加え、美しく整

えることが可能です。. 
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サイン波に対するスルーレート・リミッターの影響 



SOFT CLIP LIMITER（ソフトクリップ・リミッター） 

コントロール 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最速のコンプレッサーでさえ、すべてのインパ

ルスやピークを捕らえられるわけではありませ

ん。タイム・パラメーターは、技術的な観点から

この目的に十分な速さかもしれませんが、必要

になる設定やその効果は、コンプレッサーを使

用する本来の意図と一致しないことがありま

す。. 
 

alpha compressor プラグインに追加されたソ

フトクリップ・リミッターは確実に短いトラン

ジェントのようなシグナルをキャッチするこ

とに特化しています。技術的な原理は、一

定のスレッショルドを超えるとさらなるレベ

ルの増加を完全に禁ずる  “ブリックウォー

ル”デザインとは異なります。  
 

その代わり、大きなインパルスにサチュレーショ

ンを与え、“ナチュラル”リミッターのように動作

し、アナログ・テープマシンのように動作します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ソフトクリップ・リミッターのサチュレーション・カ

ーブのキャラクターは、丸いピークを提供しま

す。. 

 

これは、可変ピーク値を持つソースを使用する

際に最適です。ヘッドルームを増やし、ラウドネ

スを充実させてもリミッターによってカットされる

ことはなく、ソースが音楽的な要素を保ったま

まになります。 

 

ソフトクリップ・モジュールは、プラグインのアウ

トプットの前に配置されています。そのスレッシ

ョルドは、ミックスやゲイン・コントローラーによっ

て影響を受けません。これは M/S モードの場

合、リミッターは、 M/S デコーダーの後ろに配

置されているので、それらは常に左右のステレ

オ・チャンネルに割り当てられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この回路をあまりにもハードにドライブさせると、

目立つ歪みが生じ、ゲインリダクション・メーター

の上にあるソフトクリップ LED が点灯します。 
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 いくつかのソフトクリップ・リミッターの設定 



M/S | ACTIVE | LINK 

コントロール

s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
M/S 

このボタンを押すと alpha compressor は、M/S 

モードで動作します。コントロールパネルの左側

はミッドシグナルを、右側はサイドシグナルを処

理します。このボタンがオフの時は、標準的なス

テレオ・コンプレッサーとして動作します。 
 

ACTIVE 

このボタンに隠された機能はありません。：これ

は、のオン（点灯）、オフ（消灯）を切替えます。 
 

ところで：ハードウェアの alpha compressor  は、

ユニットがバイパスになっていてもゲインリダク

ション・メーターはアクティブになったままです。

しかし、ソフトウェア・バージョンでは、技術的な

理由でこの機能を再現していません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
LINK 

リンクモードでは、左右両方のチャンネルの情

報を使用して両方のチャンネルに適用する“バ

ーチャル・コントロールボルテージ”を生成しま

す。これはステレオ、 M/S モードの両方で使用

可能です。 
 

注：  本 格 的 な フ ロ ン ト パ ネ ル を 持 つ
“ alpha master”バージョンはステレオトラックに
のみ表示され、“alpha mix”バージョンは、モノ
ラル、ステレオの両トラックで使用可能です。 

 

リンクされたステレオ・モードでは、左チャンネ

ルのすべてのパラメーターは、右チャンネルに

転送されます。（右から左も同様） 
 

リンクした M/S モードでは、Niveau フィルター、

ミック・ステージ、ゲインコントローラー、

Warm モード機能は、リンクされません。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これは、ステレオ・イメージを調節する可能性を

残すためにリンクされません。 
 

リンクモードがオフの場合は、独立した 2 つの

コントロールを持つデュアルモノ・コンプレッサ

ーとして動作します。 

 

リンクしていない M/S モードでは、コントロー

ル・パネルの左側がミッド、右側がサイド・シグ

ナルを処置します。すべてのコントローラーは

互いに完全に独立して設定することができます。 
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STEREO LINKED（ステレオ・リンク） 

セッティング 

 

* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このセッティングは、特に楽器がステレオ・スペ

クトルの中央に置かれていないトラックに役立

ちます。 ー例えば、JAZZ のような昔ながらの

ステレオマイキングを使用されている場合な

ど...。 
 

そのような音楽のスタイルに近づくためにコン

プレッションは、控えめでスムーズな種類に設

定する必要があります。これは長いアタックタイ

ムと低いレシオを設定し、ゲインリダクションが

数 dB になるようなセッティングが必要とされま

す。 
 

必要に応じてさらに繊細なコンプレッションの調

整を行うにはミックス・コントローラーを使用す

るとよいでしょう。（このためには direct と 

compressed ボタンをオンにする必要があり

ます。）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さらに音質を調整する場合には、オーディオ・フ

ィルターを使用することができます。 

 

リンクしたステレオ・モードでは多くの音楽スタ

イルに使用することができますが、いくつかの

ケースでは、 M/S モードによってより良い結果

を得られることもあります。 

 

印は、実際に使用するソースに応じてここで提

案した設定を調整する必要があります。特にスレ

ッショルドとレシオ・コントロールは重要です。 

* * 



M/S LINKED（M/S リンク） 

セッティング 
s 

 

 

 
 

リンクした M/S モードでのコンプレッサー

の機能は、リンクして使用するステレオ・

モードの機能と似ており、ミッドとサイド・

チャンネルで得られるゲインリダクション

量は全く同じになります。  
 

30～40ms のアタックタイムは、打楽器のト

ランジェントをほとんどコンプレッションす

ることがありません。250ms のリリースタ

イムはコンプレッサーに充分に速くゲイン

リダクションを減少させます。リリースタイ

ムのバリエーションは、特にラウドネスの

コントロールを行うことに効果的です。 . 
 

ここでは、オートファースト機能を使用すること

が非常に速いリリースタイムを設定することより

も優先するべきです。発生したゲインリダクショ

ンは、主にスレッショルドとレシオ・パラメーター 

の値によって影響します。レシオが約 1:1.7 程

度から設定を始めることが良いでしょう。 

 

しかし、リンクした M/S モードの本質的な利点は

ステレオ・モードと比べてどんなことでしょう？M と 

S のレベルは別々に設定できるので、それによっ

てステレオ幅を調節することができます。（あまりに

狭いミックス？サイドチャンネルのゲインを増やし

てください。パンチが十分ではない？ミッドのゲイン

を加えてください） 



M/S UNLINKED（M/S アンリンク） 

セッティング 
s 

 

 

 
 

リンクを外した M/S モードに切り替えると  

M / S  コンプレッサーの真の実力に触れ

ることができます。ミックスや音楽のスタ

イルに応じてミッドとサイド ・チャンネル

のダイナミクスやラウドネスは互いに異

なることがあり得ます。  
 

ミッドに激しいバスドラムを置き、サイドに 100％

安定したストリングスを置く。 ー これを他のコン

プレッサーで試してみてください。このようにミッ

ドとサイドに対し、スレッショルド、アタック、リリー

ス、レシオが異なる設定を行い、最適なセッティ

ングを見つけることができます。 
 

より良い結果を得るために、調整しながら処理

したチャンネルをソロで確認することをお勧めし

ます。このためには他のチャンネルの Direct 

と Compressed ボタンをオフにしてください。 

互いに異なる設定が可能なオーディオ・フィルタ

ーを使用することで、さらにミックスのバランス

を強化することができます。. 

 

M/S モードの可能性を知ると、以前は難しいと

感じていたミックスの処理をより良くコントロール

することができ、素晴らしいマスターを作成でき

るようでしょう。 



UPWARD LEVELING（レベルを上げる） 

セッティング 
s 

 

 

 
 

これは、低いシグナル部分だけを大きくすること

ができ、ダイナミクスの大きな信号を処理しない

ままにすることができます。 

 

上図の設定は、例えばクラシック音楽に適して

おり、ここでは典型的なコンプレッションは好ま

しくありません。ここではリンクしたステレオ・モ

ードで動作し、アタックタイムは最大値に、リリー

スタイムは、 150 ms に設定します。. 
 

これらの条件下で alpha compressor は、レベ

ラーとして機能します。フィードフォワー

ド・モードはフィードバック・モードと比べ、

アタックタイムが倍の 300 ms になります。 
 

レシオ・キャラクターは、リミッターと同様で、メイ

クアップ・ゲインは 6dBです。 

これらの設定の結果：ゲインリダクションが発生

しない静かなサウンドでは 6dB ブーストされま

すが、大きなシグナルではコンプレッサーでリミ

ッティングされます。 

 

ここで使用できる特別なトリックは、ミックスコン

トローラーを 50 % に設定することです。元のシ

グナルを加えることで、最初のダイナミクスを残

したまま、静かな信号だけが大きくなります。 
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M/S LEVELING（M/S レベリング） 

セッティング 
s 

 

 

 

Upward Leveling の項と同じように長いアタック

タイムが M/S Leveling の要となります。コンプ

レッサーは、主に全体的なシグナル・エネルギ

ーに反応して、1 つのリズミカルなアクセントに

はあまり反応しません。 

 

この原理では、ミッドとサイド・チャンネルが

別々に使用され、ステレオミックスは控えめに

するとよりコンパクトになり、すべてがより鮮明

に聴こえます。この方法は、微妙ではあるが効

果的な方法でロックやポップスのトラックをエン

ハンスする際に興味深い結果が得られます。 

 

ここでは、フィードフォワード・モードを再び使用

します。レシオは 1:1.5 、ゲインコントローラー

は  3 dB に設定します。スレッショルドは、イン

プットに適した値に、そしてゲインリダクションは、

3～4 dB に設定してください。 
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GROOVE COMPRESSION（グルーブ・コンプレッション） 

セッティング 
s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
時折、トラック内のキックにを強調し、リズミカル

な要素をミックスをグルーブを出すために使用

します。 
 

この例で alpha compressor によってこの課

題をクリアする行う方法を紹介します。

バスドラムは、コンプレッサーのトリガー

として使用します。；したがってサイドチ

ェイン ・フィルターがこのアプリケーショ

ンには特に重要です。  
 

ローパスに設定し、中心周波数は、約 70 HZ 

に設定します。スレッショルドとレシオ・コントロ

ーラーは、ゲインリダクションの強さを設定し、

グルーブはリリース・パラメーターによってコン

トロールします。そしてこれは、トラックの速さに

簡単に適応させることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曲やスタイルに応じて、ゲインリダクションの強

さを調節することができます。通常は 5～6 dB 

程度の値が適しています。コントロール・プロセ

スでバスドラムへの影響が強化されるので、リ

ンクした M/S モードは、この方法で使用する意

味が大いにあります。 
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VOCALS DOWN（ボーカルを下げる） 

セッティング 
s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ボーカルがあまりにも大きすぎるトラックの場

合、コンプレッサーは、主に中央に置かれてい

るリードボーカルに反応するよう設定すること

ができ、ミックスに対して優れた結果をもたらし

ます。 
 

この目的では、リンクしていない M/S モードに

切替えます。繰り返し説明しますが、ここでは適

度なアタック・パラメーターとサイドチェイン・フィ

ルターを組み合わせる事になります。ミッド・チャ

ンネルの SC フィルターは、ハイパスに設定され、

中心注端数はコンプレッサーが低域インパルス

にほとんど反応しないと考えられる約 270 Hz に

設定します。 
 

アタックタイムは、70～100 の間に設定し、スネ

アなどのトランジェントのようなシグナルにはコ

ンプレッションの影響を受けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
コンプレッサーが十分に速くユニティゲインに戻

れるようリリースタイムは約 100ms に設定します。 

 

サイドチャンネルへの処理を必要としない場合、

サイドバンドのスレッショルドとレシオの両パラメ

ーターは左側に回してください。また、ミッドとサ

イドチャンネルのゲインコントローラーは同じ設

定にすることを勧めます。 



DEESSING（ディエッシング） 

セッティング 
s 

 

 

 

ボーカルを下げるシナリオのバリエーションは

不必要な歯擦音やヒスを低減するために使用

されるのがディエッサーです。 
 

ミッドチャンネルのサイドチェイン・フィルターは、

およそ 2kHz （前頁よりもさらに高い）に設定して

います。このように高周波数だけがディテクター

に影響するようにします。 
 

アタックタイムは、約 100 ms と長くせって皮脂、

リリースタイムは、50 ms と短めの設定をします。

スレッショルドとレシオは、望む処理の強さに合

わせて設定します。. 
 

繰り返しますが、この使用方法では、ミッドチャ

ンネルを使用して処理を行います。（必要に応

じてサイドを使用する場合もある）このために、

M/S モードのリンクを外して使用してくだ

さい。  
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PARALLEL COMPRESSION（パラレル・コンプレッション） 

セッティング 
s 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
トラックをラウドにしたい（する必要がある）場合、

マイナス要素を与えることなくトラックをブリック

ウォールのようにドライブさせるために alpha 

compressor を使用することができます。  
 

この方法は、リンクしたステレオモードで使用し

てください。タイム・パラメーターは、非常に速く

設定します。特にアタックタイムは、わずか 10 

ųS の速さに設定します。リリースは、150 ms に

設定しオートファースト機能をアクティブにしてく

ださい。レシオは最大に設定してください。 
 

この設定を行うと、速いトランジェントやインパ

ルス、プークレベルに対し強烈なリミッティング

が起こり、非常に激しいコンプレッションが得ら

れます。. 

 

ここでミックス・コントローラーを使用する。：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
作成した“フラット”なシグナルを緩やかにオリジ

ナル・シグナルにミックスしていくと、元々あった

大部分のニュアンスを残しつつ、ラウドネスを増

やすことができます。 
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STEREO ENHANCER（ステレオ・エンハンサー） 

セッティング 
 

 

 

 
 

コンプレッションするシグナルが無かったとして

も、M/S マトリクスオーディオ・フィルターの組み

合わせによってステレオ・スペクトルに影響を与

える非常に素晴らしいツールとなり、 alpha 

compressor による恩恵を受けることができます。 
 

このためにコンプレッサーは、M/S モードに切

換えられ、サイドチャンネルのオーディオ・

フィルターは、中心周波数がおよそ  1kHz 

で 1.0～15 dB を加えます。両チャンネル

のゲインコントローラーは、  0dB です。こ

の設定は、サイドチャンネルの  1kHz を超

えるすべての周波数がブーストされ、ルー

ムリフレクションがより明瞭になり、空間の

認識を高めます。  
 

低周波数域は空間認識にそれほど重要ではあ

りません。もちろん、サイドチャンネルのレベル

を上げることでステレオ・スペクトルが（ブロード 

バンドに）変化するように使用されますが、それ

は周波数に依存するためにここで紹介したオプ

ションはそれとは区別して理解してください。 
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LO-FI COMPRESSION（LO-FI コンプレッション） 

セッティング 
 

 

 

 
 

alpha compressor で悪い音は作れますか？も
ちろん、そんなことはありませんが、悪いとい

うよりも Lo-Fi サウンドを作ることができます。 
 

この Lo-Fi コンプレッションでは、オーデ

ィオ ・ フ ィルターを使用することが重要

なポ イ ン ト で す 。 4 k H z  か ら上の高周

波数域を減衰 させ 、 ボ ト ムエン ド がパ

ンチ を加えるために大き く 強調 さ れる

とすべての音が少し暗く感じます。  
 

選択したタイムパラメーターによって大きく、鼻

にかかったようなコンプレッション効果が生じま

す。コンプレッションを大量に行うために 8～12 

dB 程度のゲインリダクションが得られるよう高

いレシオを設定する必要があります。この方法

では、ミックス・コントローラーはこの過激なサ

ウンドとオリジナルのサウンドをブレンドするた

めに使用することができます。 
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EXTREME SETTINGS（極端なセッティング） 

セッティング 
s 

 

 

 
たとえ alpha compressor の主な用途が、マス

タリングにあったとしても、1 つのチャンネル

に、またはサブグループに対して使用するこ

ともでき、極端なセッティングを行うことで面

白いサウンドを作ることも可能です。  
 

ここに一つの例を挙げます。特にドラムトラック

の処理に効果的です。：オートファースト機能を

使用するとタイム・パラメーターは非常に高速に

なります。フィードフォワード・モードを使用する

と高いレシオによって大きなシグナルが大幅に

減衰されるような極端なキャラクター・カーブを

生じさせます。 
 

これにより 20 dB 以上の非常に高いゲイ

ンリダクションが得られます。空間的要素

が前に出てきて、レコーディング中、マイ

クが遠くに置かれたかのように聴こえま

す。  
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